
売
り
手
市
場
の

労
働
市
場

福
井
県
の
2
月
の
有
効
求
人
倍
率

は
、
1
・
71
倍
（
正
社
員
・
パ
ー
ト
タ

イ
ム
含
む
）
と
、
東
京
都
に
次
い
で
全

国
2
位
。
こ
れ
ま
で
は
、
有
効
求
人
倍

率
の
高
さ
は
、
企
業
活
動
の
活
発
さ
の

象
徴
で
あ
っ
た
が
、
今
や
、
有
効
求
人

倍
率
の
高
さ
は
「
求
人
が
増
え
た
」
と

い
う
よ
り
も
「
求
職
者
が
減
っ
た
」
こ

と
を
意
味
し
、、
決
し
て
喜
ぶ
べ
き
状

況
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
職
種
別
に

見
る
と
、「
保
安
（
3
・
59
倍
）」「
輸

送
・
機
械
運
送
（
3
・
05
倍
）」「
専
門

的
・
技
術
的
職
業
（
2
・
96
倍
）」
で

不
足
感
が
高
い
一
方
、「
事
務
の
職
業
」

で
は
0
・
65
倍
と
低
く
、
バ
ラ
ツ
キ
が

見
ら
れ
る
。

３
月
に
当
所
が
会
員
事
業
所
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
全

業
種
の
約
4
割
が
労
働
力
の
不
足
感
を

経
営
課
題
に
あ
げ
て
お
り
、
特
に
建
設

業
（
54
％
）、
サ
ー
ビ
ス
業
（
47
％
）

で
不
足
感
が
高
い
。
ま
た
、
数
字
上
だ

け
で
な
く
、
県
内
外
で
オ
ー
プ
ン
す
る

商
業
施
設
で
人
材
が
集
ま
ら
な
い
、
人

中
小
企
業
な
ら
で
は
の

採
用
方
法
と
は
！

〜
福
井
の
人
材
採
用
の
現
状
と
課
題
〜

人
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
労

働
市
場
。
知
名
度
の
高
い
大
手
企
業
へ

と
人
材
が
流
れ
、
中
小
企
業
は
厳
し
い

状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
労
務
問
題
は
企
業
経
営
の

最
大
の
課
題
と
も
言
え
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、
中
小
企
業
の

人
材
確
保
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
採
用

の
現
状
を
率
直
に
語
っ
て
も
ら
い
、
中

小
企
業
が
直
面
し
て
い
る
現
状
に
迫
っ

た
。
ま
た
、
現
在
の
求
職
者
の
特
徴
や

傾
向
に
つ
い
て
、
就
職
支
援
機
関
・
専

門
家
に
話
を
聞
き
、
そ
こ
か
ら
、
中
小

企
業
が
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
糸
口

を
探
っ
た
。

Special topics〈特集〉



件
費
の
高
騰
な
ど
、
労
務
に
関
す
る
話

題
を
最
近
よ
く
見
聞
き
し
、
今
や
人
材

確
保
が
経
営
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
の

採
用
と
育
成
を
考
え
る

求
職
者
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と

現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
努
力

㈱
木
村
建
築
事
務
所（
福
井
市
大
手
）

は
、
建
築
の
設
計
・
監
理
を
は
じ
め
、

建
築
企
画
や
建
築
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
、
施
設
の
維
持
管
理
全
般
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。同
社
で
は
40
代
を
除
く
、

20
代
か
ら
60
代
ま
で
7
名
が
働
く
。
同

社
代
表
取
締
役
の
木
村
憲
一
氏
は
、「
現

在
、
建
設
業
全
体
で
人
手
不
足
に
よ
る

人
件
費
の
高
騰
や
技
術
の
伝
承
な
ど

『
労
務
』
が
大
き
な
課
題
だ
」
と
語
る
。

そ
の
た
め
、
設
計
業
に
関
し
て
は
新

卒
に
限
定
せ
ず
、
Ｕ
タ
ー
ン
中
途
採
用

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
電
気
・
機
械

設
備
な
ど
の
“
設
備
設
計
”
と
な
る
と

さ
ら
に
少
な
く
、
現
場
で
工
事
に
携

わ
っ
て
い
る
人
に
も
広
く
設
計
者
と
し

て
の
募
集
を
か
け
て
い
る
。「
中
途
採

用
は
と
て
も
重
要
な
人
材
確
保
策
。
当

社
は
資
格
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
設
計

に
興
味
や
熱
意
が
あ
れ
ば
、
採
用
し
た

い
」
と
苦
し
い
現
状
の
解
決
に
向
け
て

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
同
社
は
、
建
設
業
な
ら
で
は
の

悩
み
も
抱
え
て
い
る
。
設
計
事
務
所
は

建
設
関
係
に
属
し
て
い
る
た
め
、『
３

Ｋ
（
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
）』
や
『
条

件
が
良
く
な
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
、
現

場
監
督
の
よ
う
に
建
築
現
場
に
一
日
中

詰
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
会
社
で

図
面
を
作
成
す
る
仕
事
が
メ
イ
ン
で
あ

る
。
木
村
社
長
は
「
自
分
が
描
い
た
図

面
が
実
際
に
具
現
化
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
生
き
甲

斐
。
設
計
事
務
所
の
仕
事
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
求
職
者
に
は
作
成
し

た
図
面
と
実
際
の
建
築
物
な
ど
を
見
て

も
ら
い
仕
事
の
や
り
が
い
を
伝
え
て
い

る
」
と
、『
設
計
』
へ
の
想
い
を
語
る
。

会
社
の
イ
メ
ー
ジ
以
上
に
業
界
全
体

の
イ
メ
ー
ジ
は
大
事
で
あ
る
。
厳
し
い

業
界
の
中
で
も
新
た
な
事
業
に
挑
戦

し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
企
業
は
存
在

す
る
。
優
秀
な
人
材
の
獲
得
に
は
自
社

の
努
力
と
と
も
に
業
界
全
体
の
採
用
活

動
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
Ｐ
Ｒ

活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仕
事
を
正
し
く

伝
え
、
そ
こ
に
あ
る
社
会
的
な
意
義
や

や
り
が
い
も
伝
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
小
企
業
で
働
き
、
仕
事
の
意
義
・

自
分
の
成
長
を
感
じ
て
ほ
し
い

カ
ネ
マ
キ
㈱
（
福
井
市
鹿
俣
町
）
は
、

生
地
製
品
の
ヒ
ー
ト
カ
ッ
ト
や
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
ト
に
よ
る
裁
断
、
縫
製
な
ど

生
地
加
工
を
行
う
。
従
業
員
29
名
の
年

齢
層
は
20
代
か
ら
50
代
ま
で
で
、
う
ち

6
名
の
外
国
人
実
習
生
が
い
る
。

同
社
本
部
長
の
井
上
博
子
氏
は
、「
大

手
企
業
に
人
が
集
ま
っ
て
し
ま
い
、
い

つ
も
社
員
を
募
集
し
て
い
る
状
況
」
と

話
す
。
そ
の
た
め
新
卒
や
中
途
採
用
に

加
え
、
外
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
採
用
難
の
原
因
を
「
仕
事
の
内

容
を
多
く
の
人
が
知
ら
な
い
か
ら
」（
同

氏
）
と
話
す
。
同
社
の
技
術
は
、
贈
答

品
の
中
仕
切
り
や
ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ
、
国

旗
な
ど
様
々
な
商
品
に
使
わ
れ
て
い

る
。
社
内
見
学
な
ど
を
行
い
自
社
の
Ｐ

Ｒ
・
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
な
か
な
か
成
果
は
上
が
っ

て
い
な
い
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
井
上
氏
は

「
大
手
企
業
に
比
べ
、
中
小
企
業
で
は

時
間
を
か
け
て
育
て
上
げ
る
。
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
れ
ば
、会
社
の
仲
間
が『
あ

り
が
と
う
』
と
言
っ
て
く
れ
る
。
な
ぜ

中
小
企
業
を
選
ば
な
い
の
か
。
実
力
が

伴
え
ば
自
信
が
つ
き
、
責
任
感
も
持
つ

よ
う
に
な
る
」
と
中
小
企
業
で
働
く
意

義
に
つ
い
て
語
る
。
同
社
の
人
材
育
成

の
方
針
は
、「
失
敗
を
し
て
も
怒
ら
ず
、
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成
長
で
き
る
よ
う
促
す
こ
と
。そ
し
て
、

仕
事
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
永
く

働
い
て
も
ら
う
こ
と
」
で
あ
る
。

現
代
の
若
者
は
、
賃
金
や
待
遇
以
上

に
そ
の
仕
事
の
や
り
甲
斐
や
仕
事
を
通

じ
た
社
会
貢
献
を
望
ん
で
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
中
小
企
業
で
働
く
こ

と
は
、
自
分
の
仕
事
の
顧
客
の
反
応
や

社
会
へ
の
影
響
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ

取
れ
る
。
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
働
く

こ
と
の
楽
し
さ
を
も
っ
と
伝
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

大
切
な
の
は
気
配
り
と
思
い
や
り

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

㈱
サ
カ
エ
マ
ー
ク（
鯖
江
市
丸
山
町
）

は
シ
ー
ル
や
名
刺
、
ラ
ベ
ル
な
ど
の
小

サ
イ
ズ
の
印
刷
物
を
メ
イ
ン
に
特
殊
印

刷
を
行
う
。
全
従
業
員
は
21
名
で
男
性

を
中
心
に
生
産
職
が
半
数
を
占
め
る
。

同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
酒
井
智
康

氏
は
、「
こ
こ
2
、
3
年
は
定
期
的
に

求
人
を
出
す
な
ど
、
営
業
も
現
場
も
人

手
は
足
り
て
い
な
い
状
況
」
と
話
す
。

同
社
の
業
務
内
容
は
特
殊
な
た
め
に
誰

も
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。「
ス

キ
ル
や
経
験
値
の
有
無
、
新
卒
や
中
途

と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
は
な
い
。
明
る
く

前
向
き
な
人
を
求
め
て
い
る
」と
語
る
。

ま
た
、「『
大
丈
夫
だ
ろ
う
』
と
思
い

込
み
、
社
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

足
り
な
か
っ
た
」（
同
氏
）
た
め
に
、

若
い
人
材
が
待
遇
の
良
い
大
手
企
業
に

転
職
す
る
雇
用
問
題
が
あ
っ
た
。
今
は

食
事
に
行
っ
た
り
、
仕
事
中
や
仕
事
の

終
わ
り
に
話
し
か
け
る
な
ど
、
こ
ま
め

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う

心
掛
け
て
い
る
。「
人
そ
れ
ぞ
れ
最
適

な
対
応
は
異
な
る
し
、
今
年
は
試
行
錯

誤
の
年
」と
採
用
後
の
大
切
さ
を
話
す
。

酒
井
社
長
は
、「
今
は
人
を
選
べ
な

い
状
況
。
次
代
を
担
う
10
代
、
20
代
の

社
員
を
社
内
だ
け
に
留
め
ず
、
外
部
研

修
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
経
験
値
を
積
ま

せ
、
育
て
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
」

と
、人
材
の
育
成
力
も
課
題
に
上
げ
た
。

今
後
、
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
を

迎
え
る
中
、
採
用
以
上
に
採
用
後
の
育

成
が
大
切
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
仕

事
は
盗
む
も
の
」、「
背
中
を
見
て
学
べ
」

と
い
っ
た
時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
お
り
、

山
本
五
十
六
氏
の「
や
っ
て
み
せ
、言
っ

て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
ほ
め
て

や
ら
ね
ば
、
人
は
動
か
じ
」
の
言
葉
が

今
こ
そ
必
要
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

価
値
観
の
変
化
に
対
応
し
た

全
体
で
の
柔
軟
な
対
策
へ

㈿
福
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、

ラ
ブ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
Ｌ
ｐ
ａ
の
事
務

局
運
営
を
行
う
。
Ｌ
ｐ
ａ
は
、
最
近
ま

で
年
間
休
日
6
日
、
営
業
時
間
は
10
時

か
ら
20
時
ま
で
と
、
そ
の
労
働
環
境
は

一
般
の
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
以
上
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

Ｌ
ｐ
ａ
内
の
採
用
の
現
状
に
つ
い
て

同
組
合
専
務
理
事
の
竹
内
邦
夫
氏
と
事

務
局
長
の
佐
々
木
国
雄
氏
は
「
年
間
を

通
じ
て
常
に
半
分
以
上
の
お
店
が
募
集

し
て
い
る
状
況
。
2
～
3
年
前
か
ら
人

手
不
足
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
人

材
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
今
や

応
募
そ
の
も
の
が
な
く
、
ど
の
お
店
も

頭
を
痛
め
て
い
る
」
と
話
す
。

最
近
の
求
職
者
は
、「
残
業
は
少
な

く
、
土
日
は
休
み
」
な
ど
、
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
が
採
用
難
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
既
に
働
い
て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
や

パ
ー
ト
も
土
日
に
休
日
を
希
望
し
、
店

長
や
社
員
へ
の
負
担
は
増
え
る
一
方
で

あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
課
題
解
決
の
た
め
Ｌ

ｐ
ａ
で
は
、
従
業
員
満
足
度
を
い
か
に

上
げ
る
か
を
目
指
し
、
年
間
の
定
休
日

を
6
日
か
ら
10
日
に
増
や
し
、
オ
ー

ナ
ー
と
従
業
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
や

お
店
の
枠
を
超
え
た
懇
親
会
な
ど
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
今
後
は
、
各
店
舗
の

従
業
員
の
た
め
の
事
業
所
内
託
児
所
設

置
や
、
入
居
テ
ナ
ン
ト
の
為
の
無
料
職

業
紹
介
事
業
の
実
施
な
ど
に
本
格
的
に

取
り
組
む
予
定
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
大
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き
な
枠
の
中
で
、
個
店
の
努
力
で
は
難

し
い
部
分
を
全
体
の
問
題
と
捉
え
た
改

善
へ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
同
じ
悩
み

を
抱
え
る
他
の
組
合
や
施
設
に
も
参
考

と
な
り
、大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

就
職
支
援
機
関

専
門
家
が
語
る

採
用
の
ヒ
ン
ト
！

自
社
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に

工
夫
を
凝
ら
す
必
要
あ
り

就
活
関
連
講
座
や
定
着
支
援
事
業
、

県
内
企
業
の
人
材
確
保
支
援
な
ど
、
若

者
の“
働
く
”を
支
援
す
る
ふ
く
い
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ（
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）

セ
ン
タ
ー
長
の
宮
越
広
美
氏
は
、
現
在

の
若
者
は
、
単
に
企
業
か
ら
提
示
さ
れ

た
条
件
・
待
遇
・
名
前
で
就
職
先
を
決

め
る
傾
向
に
あ
り
、「
中
小
企
業
は
も
っ

と
自
信
を
持
っ
て
自
社
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
話
す
。

「
大
手
企
業
に
比
べ
、
中
小
企
業
は

“
自
分
が
会
社
を
支
え
て
い
る
”
実
感

を
得
ら
れ
る
は
ず
」
と
宮
越
氏
は
中
小

企
業
の
優
位
性
を
指
摘
す
る
。
若
い
う

ち
か
ら
責
任
あ
る
仕
事
が
で
き
る
、
幅

広
い
業
務
が
経
験
で
き
る
な
ど
、「
中

小
企
業
な
ら
で
は
の
魅
力
を
若
者
目
線

で
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
」（
同
氏
）
で
、

合
同
説
明
会
に
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で

は
大
手
企
業
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。

「
社
長
自
ら
熱
い
想
い
を
伝
え
る
、
求

職
者
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
ブ
ー
ス
を

装
飾
す
る
な
ど
、
工
夫
を
も
っ
と
凝
ら

す
必
要
が
あ
る
」
と
中
小
企
業
の
採
用

へ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

数
多
く
の
経
営
労
務
に
携
わ
る
ア
ズ

ワ
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取
締

役
の
小
玉
隆
一
氏
は
、「
求
職
者
は
一

般
的
に
示
さ
れ
た
求
人
情
報
、
特
に
労

働
条
件
で
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
。
価
値
観
も
多
様
に
な
っ
て
お

り
、
業
種
だ
け
で
な
く
、
職
種
で
も
応

募
数
の
差
が
出
て
い
る
」
と
話
す
。
ま

た
、「
企
業
は
求
職
者
に
対
し
、
自
社

で
働
い
て
分
か
る
『
喜
び
』『
楽
し
み
』

『
達
成
感
』
な
ど
の
マ
イ
ン
ド
部
分
や

将
来
手
に
入
る
ス
キ
ル
や
キ
ャ
リ
ア
・

収
入
な
ど
を
十
分
に
伝
え
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈
す
。
つ
ま

り
、求
職
者
が
求
め
る
情
報
発
信
の
量
・

質
が
足
り
ず
、
求
職
者
目
線
の
求
人
を

し
て
い
な
い
の
だ
。「
今
は
求
職
者
が

選
別
す
る
時
代
。
こ
の
考
え
方
を
持
た

な
い
企
業
は
求
人
・
採
用
に
失
敗
す
る
」

と
注
意
を
促
す
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
も
早
期
に

離
職
し
て
は
意
味
が
な
い
。「
働
き
や

す
く
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

の
た
め
、
縦
横
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
十
分
と
っ
て
話
し
合
い
や
す
い
雰

囲
気
を
つ
く
る
な
ど
、
定
着
へ
の
地
道

な
取
り
組
み
を
人
材
育
成
も
含
め
て
同

時
並
行
で
行
う
こ
と
が
必
要
」
と
小
玉

氏
は
指
摘
す
る
。

中
小
企
業
な
ら
で
は
の

人
材
確
保
の
実
践

採
用
難
時
代
の
中
小
企
業
は
、
採
用

条
件
に
加
え
、
求
人
票
に
は
表
れ
な
い

情
報
を
社
長
自
ら
が
伝
え
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
合
同
説
明
会
で
社
長
自
ら

熱
弁
を
振
う
企
業
の
採
用
活
動
は
順
調

と
の
話
を
聞
く
。
成
熟
社
会
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
や
り
が
い
や
社
会
貢

献
な
ど
が
就
職
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
自
社
で
働
く
喜

び
や
価
値
を
自
信
を
持
っ
て
伝
え
る
べ

き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
採
用
後
の
経
営
者
と
従
業

員
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
重
要
で
あ
る
。
経
営
方
針
や
社
長
の

価
値
観
を
従
業
員
に
伝
え
、
そ
れ
を
共

有
す
る
こ
と
は
離
職
防
止
と
と
も
に
業

績
向
上
へ
つ
な
が
る
。
採
用
に
特
効
薬

は
な
い
。
採
用
活
動
や
従
業
員
か
ら
出

さ
れ
た
問
題
の
解
決
を
一
つ
ず
つ
図
り
、

大
手
企
業
で
は
得
ら
れ
な
い
仕
事
の
喜

び
や
や
り
が
い
を
丁
寧
に
伝
え
る
こ
と
、

今
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る
中
小
企
業

の
採
用
方
法
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

Special topics〈特集〉

中小企業の魅力について話す
宮越センター長

求職者の価値観の変化について語る
小玉先生


